
平成 28 年度厚生労働科学研究「障害福祉サービスにおける質の確保とキャリア形成に関する研究」 

サービス管理責任者等研修（実践研修）モデル研修 

 

実践研修テキスト 
 

【1 日目】  1. ☆導入演習☆  モニタリングの視点·目的·手法等の理解するための演習  

1.モニタリングの

方法(講義·演習) 

事業所のモニタリングについて、サービス等利用計画等との連動性を念頭に入れながら、モニタ

リングの視点·目的·手法等を理解する。事例を通じて、モニタリングの演習を行い、その手法

を獲得する。 
 

開始 
時刻目安 

所要 
時間
目安 

手順と内容 
使用する資料

·書式配布資料
(準備品等) 

司会者·ファシリテーターのコメント及び留意事項 

開始前  誘導/配布資料など   

10:40 10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

手順 1 
ガイダンス、全体司
会者·ファシリテー 
ター紹介等 
1)各グループの自
己紹介、役割分担 
グループで司会者、
記録者、発表者を決 
める。 
 
2)演習の基礎·前提
となる考え方 価値 
 
3)配布物の確認 
演習手順等 

プロジェクター 
スクリーン 
演習手順等 

(全体司会者)演習を実施するに際しては、チームワークが大
切。みんなが意見を出し合いまとめて欲しい。サービス提供を
検証するための会議の場を想定。 
グループ内役割分担 
(司会者)全体の手順に沿ってグループの討議を司会進行し、皆 

の意見を引き出しまとめる。 
(記録者)皆の意見を記録し、課題(ニーズ)の整理表·個別支援計

画表等をグループとしてまとめる。 
(発表者)グループとしてまとまった質問·検討結果を発表する。 
 
この演習でケアマネジメントの流れの中での、サービス管理責
任者等の役割を学んで、チームアプローチの強化を図り、質の高
い支援を実現して欲しいことを伝える。 
また、今回の演習では、障害のある方も私たち(受講者)と同様
に人生のさまざまな場面で困難な状況になれば、他の人やさまざ
まな資源を活用し、それを克服している。自分が建てた計画で成
果がなければ、その計画は的を射ていないことに気づいてもらう。
決して、利用者の責任にしないことが重要になる。 
資料が行き渡っているか確認する。 

11:00 
 
 
 
 
 

11:40 

40 
 
 
 
 
 

30 

1.モニタリングの
方法(講義·演習) 
導入演習 
Section1 
 人の普遍性の確認 
 
Section2 
 人生の価値  生
きる糧の確認  

 
 
 
あなたの心の糧シ
ート（別紙 A） 

【ねらい】 
障害者の支援は特別なものではなく、自分と同じ人間としての
関わりを理解し、それらを前提に支援する。 
 
【ねらい】 
自分自身が人生において大事にしているものを確認し、他人から
見たらちっぽけなことでも、自分自身にとっては非常に重要な事
柄があることを理解する。また、人がなにかの行動を起こす時に
は、内発的な動機が必要となることも理解する。 

12:10 60 昼食休憩 
  

13:10 50 Section3 関係づく
り：利用者との信頼関
係をつくる 
 
Section4 
内発的動機「はい/Yes
」の重み(自分自身の
目標設定) 

 
自分の計画書 
（別紙Ｂ） 

【ねらい】関係性が根本であり、本質。支援的な関係の重要な要素 
この姿勢であなたも支援にあたっているか？高圧的ではないか。
してやってるといった態度ではないか。 
【ねらい】 
研修受講者も自分の人生の目標が上手くいかなかったり、別なも
のに変わってきたことを確認する。それはいけないことではなく
、人として当たり前のこと捉える。利用者も私たちと一緒だと気
がつく。うまくいかない理由は、ひとそれぞれだが、人が生活を
変える時はそれなりの理由が必要となる(内発的動機)。 

14:00 10 休憩 
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2 .  ☆ 実 践 演 習 ☆  個 別 支 援 会 議 の 運 営 方 法 (講 義 ·演 習 )  

2.個別支援会議の運営

方法(講義·演習) 

個別支援会議の意義、進行方法、行うべき事項(個別支援計画作成時、モニタリング時)等を理

解する。演習においては、個別支援会議における合意形成過程をグループワークで体験し、サ

ービス管理責任者等としての説明能力を獲得する。 
 

開始 
時刻目安 

所要 
時間
目安 

手順と内容 
使用する資料

·書式配布資料
(準備品等) 

司会者·ファシリテーターのコメント及び留意事項 

14:10 40 2.個別支援会議の
運営方法(講義·演 
習)実践演習 
 
Section5 人 生 の
時期 利用者の置か 
れている状態の確
認【演習事例 1】 

 
【演習事例 1】 

【ねらい】 
支援の内容や方法を段階的に捉え、現在の状況に合わせた支援方
法やアセスメント、関係性作りがあることを理解する。決して、 
支援者が支援しやすい方法やできることも取り上げてしまうよ
うな支援方法を選択しない。 
支援関係者(職場の同僚など)を信じ、チームアプローチの重要性
を理解する。 

14:50 10 休憩   

15:00 50 
Section6 
 利用者との関わり 
関係性の構築 
前半 

利用者の暮らしの
評価 C 

【ねらい】 
Section5 の想定により、援助方針や具体的な内容は異なるはず
である。援助方針の決定や具体的な支援内容は根拠をもって考え
る。当事者のペースが大事で、支援者のペースではない。 

15:50 10 休憩   

16:00 70 
Section6 
 利用者との関わり 
関係性の構築 
後半 
 
計画作成 
 
発表 全体共有 

モニタリング情報
個別支援計画様式 

【ねらい】 
心の糧などを議論することで、福祉サービスだけでは支援できな
いことを理解する。利用者の変化につながる動機、きっかけを探
るということは、関係性の構築から始まる。そして、定期的なケ
ース会議により、参加者(チーム)の様々な意見やアイディアに耳
を傾け、自分自身だけでは考えつかないような支援のアイディア
を得たり、視点が広げることを実感する。 
一方で、サービス管理責任者等として人材育成を意識した指示の
出し方や促しも重要になる。 

17:10 10 休憩   

17:20 60 
Section7 
 職員教育·人材育
成·実務指導 前半 
 
導入議論 
 
ロールプレイ 場面
1 

演習資料(受講者
用 ) サビ菅ロー
ルプレイ事例 

場面 1 
 
演習資料(講師用)
サビ菅ロールプレ
イ事例 

場面 1 

【ねらい】 
個人の責任だけに捉われた検討ではなく、職員教育·育成と職場
体制によるチェック機能など幅広く両者を検討し、サービス管理
責任者等としての役割を探っていく。このあとのロールプレイの
ヒントとなる意見交換を促す。 
【ねらい】 
事業所内での検討結果を踏まえて、本人や家族に出席してもらう
個別支援会議へ向けた事前の会議とする。担当者個人の資質の問
題とせず、事業所全体での課題共有により、少しでも質の高いサ
ービス提供を目指すような前向きな議論とする。 

18:20 10 休憩   

18:30 60 
Section7 
 職員教育·人材育
成·実務指導 後半 
ロールプレイ 場面
2 
ロールプレイの感
想  

ロールプレイ指示
書 

場面 2 

【ねらい】 
問 5 での結論を得て、本人や家族への現況説明を行い、少しでも
一朗さんにとって有意義なサービス利用を図っていくことを説
明し同意を得る。一朗さんや家族の理解が得られるようなわかり
やすい説明によって、安心感が生まれるような会議運営を心がけ
る。 

19:30  終了   
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【2 日目】  

3.個別支援会議における

サービス管理責任者等の

役割（講義・演習) 

グループワークの体験を基に、個別支援会議におけるサービス管理責任者等の役割について討議

し、その役割についてまとめる。 

 

開始 

時刻目安 

所要 

時間

目安 

手順と内容 

使用する資料

·書式配布資料

(準備品等) 

司会者·ファシリテーターのコメント及び留意事項 

9:00 30 
サービス提供職員
への助言·指導につ
いて(講義) 

講義資料「サー
ビス提供職員への
助言·指導につい
て」 

【ねらい】 
サービス管理責任者等の役割にあるサービス提供職員への助言
·指導について、個別支援会議以外の日々のかかわりの中で、
支援内容の確認や助言、権利擁護·法令遵守等への確認や助言を
するための仕組みについて理解する。また、チームで支援する
上で欠かせない報告、連絡、引継ぎ等(業務的コミュニケーション
) が事業所内で効率的に行う仕組みを理解する。 

9:30 60 
サービス提供職員
への助言·指導につ
いて(演習) 

 【ねらい】 
サービス管理責任者等は、個別支援会議でニーズの共有や支援方
法の検討を行うが、日々の業務でも適切な支援が行えているか等
の確認と助言指導が求められる。ここでは、サービス管理責任者
の助言・指導について自身の業務を通して振り返り、具体的に取
り組めることをグループで検討する。 

10:30 10 休憩   
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5.OJT としての事例検討

会の進め方(演習) 
持ち寄った事例を基に、事例検討会を実際に行い、事例検討会の進め方を習得する。 

 
10:40 60 OJT としての事例検

討会の進め方(講義) 
講義資料 01 
演習資料 
受講者が提出した
事例 

【ねらい】 
事例検討の意味を再確認する。専門職個人の能力には限界があるこ
とを共有し、チームアプローチの強化や人材育成にも効果があるこ
とを理解する。 

11:40 60 昼食休憩   

12:40 60 OJT としての事例検
討会の進め方(演習) 

  

13:40 10 休憩   

13:50 50 サービス担当者会議
等におけるサービス
管理責任者等の役割
(多職種連携や地域
連携の実践的事例か
らサービス担当者会
議のポイントの整理
)(講義) 

6.サービス担当者
会議におけるサー
ビス管理責任者と
役割 

【ねらい】 
多職種連携や地域連携の実践的事例から、相談支援専門員との連携
や関係機関との連携方法について学び、自身のサービス管理責任者
等業務と照らし合わせて考える 

14:40 10 休憩   

14:50 50 自立支援協議会と
の連携(サービス管
理責任者等から発
信され、サービス担
当者会議で確認さ
れた地域課題を地
域ニーズとしてと
らえ、自立支援協議
会に報告する)(講義
) 

7.自立支援協議会
との連携 

【ねらい】 
相談支援専門員と連携して担当者会議の開催や自立支援協議会へ
の参加方法について事例を通して学び、自身のサービス管理責任者
等業務と照らし合わせて考える 

15:40 10 休憩   

15:20 100 サービス担当者会議
および自立支援協議
会との連携の実線報
告を受けて、自己の
振り返りとグループ
討議(演習) 

 【ねらい】 
サービス管理責任者等の役割である関係機関との連携、担当者会議
の開催、自立支援協議会への参加について自己の業務を振り返り、
グループの意見を参考にしながら今後どのように進めていけばよ
いのかを考え、発表する。 

17:00     

 

【3 日目】  

開始 
時刻目安 

所要 
時間
目安 

講義名 
使用する資料

·書式配布資料(
準備品等) 

司会者·ファシリテーターのコメント及び留意事項 

9:00 60 
障害者福祉施策及び
児童福祉施策の最新
の動向(講義) 

プロジェクター 
スクリーン 
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Ⅰ．障害者福祉施策及び児童福祉施策の最新の動向 

  ※ モデル研修では３日目に実施 

 

 
 

 

障害者の数 

障害保健福祉施策の歴史 障害者総合支援法の給付・事業 
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平成２７年度以降も引き続き工賃向上計画を策定し、 
就労継続支援Ｂ型事業所等における工賃向上に取り組む 
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